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令和 7 年 12 月 3 日 

フランス・パリ視察報告書 

                          出張者：理事⾧   冷牟田洋一 

                               常務理事 白尾啓介  

                        総務課⾧ 星山正光  

 

下記の視察が終了しましたので、ご報告いたします。 

 

出張先 

1. EHPAD Résidence Le Corbusier（ﾚｼﾞﾃﾞﾝｽ ﾙ ｺﾙﾋﾞｼﾞｭｴ） 

 

2. EHPAD Les Jardins de Montmartre UNIVI（ﾚ ｼﾞｬﾙﾀﾞﾝ ﾄﾞ ﾓﾝﾏﾙﾄﾙ ﾕﾆｳﾞｨ） 

期間 令和 7 年 10 月 23 日（木）～令和 7 年 10 月 29 日（木） 

 

１． はじめに 

フランスは、ヨーロッパの中でも日本と似た介護保障制度を持ちながら、介護施設 

（医療付き介護施設 EHPAD）は医療との連携が進んでいることで有名である。日本に

おいても介護施設と医療機関との連携・協定が重要視されているため、医療機関を有し

ない当法人が如何にして医療との連携を永続的に行うかについて、その分野での先進国

に学ぶことが重要である。 

また、フランス発祥のケア技術である「ユマニチュード」は、“人間らしさを取り戻す”

という言葉の造語で、知覚、聴覚、触覚などを用いたコミュニケーションに基づくケア

の方法である。発祥の地であるフランスにある介護施設でのケアの実際に触れ、その  

理念を肌で感じることは貴重であると考える。 

上記 2 点に加え、フランスにおける福祉人材の状況等について知るため、視察を行っ 

たので以下に報告する。 

  

２． EHPAD Résidence Le Corbusier（ﾚｼﾞﾃﾞﾝｽ ﾙ ｺﾙﾋﾞｼﾞｭｴ EMEIS ｸﾞﾙｰﾌﾟ）私立 

パリの南西の玄関口、ブローニュ ・ビヤン

クール（フランス中北部） 

面積：36.49 km² 

人口：31.7 万人 

（パリ近郊の都市としては最も人口が多い） 

 自動車メーカー、ルノーの本社があること  

でも有名。 

  

EMEIS（エメイス）グループ説明 

1989 年に設立されたフランスの大手民間施設グループで、20 カ国以上、主にヨーロッパ 

 中国で 1,051 の施設（老人ホーム、診療所、介護施設など）を展開。フランス国内では 358 

 施設を運営。各施設の管理者はビジネススクールを卒業した経営の専門家であることも、 

 特徴の一つである。 



2 

 

施設概要：EHPAD Résidence Le Corbusier  

（ﾚｼﾞﾃﾞﾝｽ ﾙ ｺﾙﾋﾞｼﾞｭｴ） 

施設形態：医療付き老人ホーム（高級施設） 

最上級のホテルサービス、優雅で洗練された 

室内外を提供 

設立年：2012 年 7 月 

構造・間取り：鉄筋コンクリート造 6 階建、  

個室 （20～24 ㎡）102 室、2 人部屋 （29～35 ㎡）

4 室、全室にトイレ付き専用バスルームを完備。

また、直通電話と薄型テレビも完備。家具は 

全て揃っており、自分の小さな家具や思い出の品を置いて、アットホームな雰囲気を演出可 

能。 

入所対象者（富裕層） 

60 歳以上の自立した高齢者、介護が必要な高齢者が、短期及び⾧期にわたり入居。最大 110

名の入居が可能。 

アルツハイマー病や関連疾患を患う高齢者を受け入れるための特別ケアユニットが設け

られている。   

利用料金（1 カ月当たり） 

6,084.30 €～（1,095,174 円～） 

 1 人部屋、2 人部屋、スイートルームがある。

スイートルームは 1 日 275€（49,500 円）。 

フランスの民間企業フルタイム労働者の平均 

賃金月額平均が 3,466€（623,880 円）であること 

を考えると、利用料金は高額である。 

   

基本的に高級な施設のホテルコストは

全額自己負担。介護サービスについては個

別化自立手当（APA）、病気や怪我による病

院での治療や入院は社会保険で賄える（3

割負担）。 

※賃金は職種によって差があり、多くの人

が最低賃金で働いているのもフランスの

特徴。2025 年 1 月の時点で 1 カ月あたり

の最低賃金は 1,801,80€（324,324 円） 

（2025.1 フランス国立統計経済研究所データより）                        

施設の立地は高級住宅街で、テラスからはエッフェル塔が見える          

スタッフ：医師、看護師、心理学者、精神運動療法士、作業療法士、介護士、看護助手、 

医療心理補助（多分野にわたるチームがサービスを提供。医療チームは、担当医師と担当 

看護師の管理下にある。） 

 他に、理学療法士、言語聴覚士、外部専門医が、一人ひとりのニーズに合わせて非常勤 
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として勤務。 

介護職について：当該施設の介護職員数は 25 名（全従業員数 53 名）。職務内容は日本の 

介護職とほぼ同じと考えてよい。1 週間の法定労働時間は 35 時間、週休 2 日、年間 5 週間

の⾧期休暇がある。日本のようなパート、アルバイトであっても、給与、有給休暇、社会保

険や雇用保険等全て正社員に準じた待遇となる。 

以下 2 種類の介護資格が存在する。 

医療系介護士（DEAS）と呼ばれ国家資格を有し、看護師の指示の下、施設で勤務するこ

とが多い。595 時間の座学と 840 時間の実習が必要。 

社会生活介護士（DEAVS）と呼ばれ国家資格を有する。主に在宅介護を担うことが多い。

504 時間の座学と 560 時間の実習が必要。 

フランスにおいては人気のある職業とは言えない。当該施設の介護職員 9 割以上が  

アラブ系とアフリカ系の人達。 

賃金はほぼ最低賃金から始まり、平均的には月 1,500€ （270,000 円）～2,000€ （360,000

円）であるが、資格や経験によって異なる。私立の施設よりも公立の施設の方が賃金月額

で 100€（18,000 円）～200€（36,000 円）高く、希望就職先としても公立の方が多い。   

私立の施設は従業員の入れ替わりが多いとのこと。 

 

施設ロビーにて 

施設に訪問し、まず案内されたのが受付横にあるカフェスペースであった。左側写真奥  

の男性は施設内レストランの責任者で、来客者には必ず飲み物を提供するとのこと。生花 

が飾られたテーブルクロスが敷かれたテーブルで提供される飲み物は、コーヒー、紅茶な 

どから選ぶことができ、チョコレートが添えられていた。また、飲料水も同時に提供され、 

ミネラルウォーターまたは炭酸水から選ぶことができた。 

  施設スタッフの話では、この施設の利用者はそれなりに裕福であった方を対象としてい

るため、施設内の内装はホテルの 4 つ星、5 つ星を基本とし、サービスも同様にしている。

一般的な施設ではテーブルクロスや生花は無いことが普通であるとのことであった。 

  この対応について、サービスの程度は別としても、きちんとした食器を使用して、ご家

族や来客者に飲料を提供することは良い印象につながるものであると感じた。 
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レストラン（食堂） 

施設内に３カ所あり、基本的には入所者が好きな

場所で食事を取ることができる。テラスでの食事も

可能。明るい室内には絵画や装飾がされており、 

高級レストランのようであった。 

食事の内容は、前菜が 1 品、メインディッシュが 2 品、デザートで、食費は１食あたり

12€（2,160 円）、ハンバーガーショップで食事をすると約 20€（3,600 円）。アルコールも 

昼食時と夕食時にワインを提供しているとのこと。ワインの提供があるのはフランスらし

いと感じた。フランスといえばシャンパンであるが、シャンパンはフランスでも高級であり、

一般的には毎日飲むものではないとのことであった。 

  

美容室 

 美容室も館内にあり、殆どの入所者が 2 週間に 1 度利用する。カットとシャンプーで 49€ 

（8,820 円）とのこと。化粧品の販売もしている。 
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居室 

1 人部屋、2 人部屋、スイートルームがある。障害の重さによって階が分けられている。 

部屋の床は絨毯が敷かれ高級感がある 

 居室からテラスにアクセスでき、パリの街が一望できる 

 二人部屋には洗面台と鏡が 2 つ設置さ

れており、この辺りも高級な施設の贅沢

な部分である。 

 

 

 

 

 

 

リハビリルーム 

 専属のリハビリスタッフはおらず、必要

な時に個人で依頼する。設備としては簡易

的であるが、必要なものはそろっている 

印象。 
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医療との連携 

 EHPAD の入所者は法律でかかりつけ医の登録が義務付けられている。入所前のかかりつ 

け医または施設の医師をかかりつけ医としなければならない。施設の隣にクリニックが 

併設されており、必要な時に医療を受けることができる。障害の程度（認知症やパーキンソ

ン病の程度も含む）によってフロアが分かれていることもあり、職員配置（看護師の配置、

介護職の資格）をはじめとした細やかな対応ができるとのこと。 

 フランスでは病院に入院するのではなく、在宅（施設を含む）で必要な医療を受けること 

ができる在宅入院制度（ＨＡＤ）があり、外来医療ではなく入院と位置付けられている。  

フランスにおいても日本の介護保険と同様に病院から在宅への移行が重要視されている。 

 実際には施設内の医療行為は日本のような積極的な治療は少ないようである。本人が飲 

む服薬や創傷ケア、緩和ケア （外部医療との連携）が中心である。これは、病気に対する考 

え方や法律の違いが大きな要因となっている。 

 一般的にフランスの患者・家族は、点滴や経管栄養など人工的な延命治療を望まない傾向 

がある。2025 年 5 月 27 日、フランス下院で可決された尊厳死法からも、単に⾧生きする 

ということを重要視していないとも考えられるが、医療財政の影響もあるように思える。 

 とはいえ、かかりつけ医制度による専門医療、緩和ケアの分野において、本人が望む医療 

をどの程度、誰に提供してもらうのかを選べるということでもフランスは進んでいるようで 

あった。 

 

その他サービス 

 定期的に美術館ツアー、オペラ鑑賞、バスハイクなども行っている。施設内の文化活動と 

しては、裁縫、絵画、モザイク画、新聞記事の批評、朗読会、映画鑑賞、コンサート、合唱、 

ショー、テーマのある食事会など。 

 

３． EHPAD Les Jardins de Montmartre（ﾚ ｼﾞｬﾙﾀﾞﾝﾄ ﾓﾝﾏﾙﾄﾙ UNIV ｸﾞﾙｰﾌﾟ）公立 

パリ市モンマルトルの丘の麓 

面積：105.40km² 

人口：204.8 万人 

UNIV（ユニヴィ）グループ説明 

 補足年金基金の AGIRC-ARRCO（アギルクアルコ）

連合によって設立された共同組合グループ。老人病院、

自立生活住宅、サービス付き高齢者向け住宅、EHPAD

（医療付き高齢者向け居住支援施設）、障害者向け施

設・サービスセンターにおいて、高齢、疾病、障害者

を受け入れているグループ。UNIVI グループが運営す

る高齢者住宅は、フランス国内に 65 カ所。この 65 カ

所の中の 42 カ所が EHPAD（医療付き老人施設）で、

23 カ所がサ高住（独立生活住宅とサービス住宅）。他に、医療関係が 5 カ所、障害者施設が

19 カ所。デイケアや在宅ケアの活動もある。 
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施設概要 ：EHPAD Les Jardins de Montmartre 

 （ﾚｼﾞｬﾙﾀﾞﾝﾄ ﾓﾝﾏﾙﾄﾙ） 

施設形態：医療付き老人ホーム（公立、比較

的安価） 

毎年異なるテーマによるアクティビティを

取り入れ、入所者の心に寄り添ったサービス

を提供。2021 年には映画 （撮影が行われた）、

2022 年は動物、2023 年はマッサージをテー

マに 1 年の行事を企画。 

設立年：1991 年 4 月 

構造・間取り ：鉄筋コンクリート造 6 階建、個室 86 室、2 人 

部屋 6 室。個室（20～24 ㎡） 

入所対象者（一般的な施設） 

60 歳以上の自立、介護が必要な高齢者が、短期及び⾧期に

わたり入居。最大 98 名の入居が可能。施設周辺（モンマルト

ル地区）に居住していた方が多い。 

利用料金（1 月当たり） 

 月額 3,392.40 € ～（610,632 円～） 

資産（収入含む）の少ない 19 人までは国による社会生活 

支援の対象となり、費用の一部に補助がある。日本と同様に 

要介護状態になった高齢者に「個別化自立手当（APA）」が支給されるが、社会保険方式で 

はなく、社会扶助方式として現金給付または介護事業者に直接支払うことができる。施設 

入所で 1 カ月あたり 167€（30,060 円）～335€（60,300 円）（要介護度による）、在宅で 672€

（120,960 円）～1,737€（312,660 円）の支給付となっているが、本人・家族の収入や資産に 

よってその額は変動する。また、給付金は介護サービスに使用でき、リネン等は実費。病気の

治療は医療保険からの給付となる。 

利用料金の足りない部分は家族が負担することとなっているが、負担できない場合は個人 

の資産を担保に国から借り入れができる仕組。家族の負担は大きいとのことである。 

スタッフ：EHPAD Résidence Le Corbusier と同様。 

介護職について： 当該施設の介護職員数は 25 名（全従業員数 70 名）。私立の施設よりも 

給料が高い（1 カ月あたり 100€（18,000 円）～200€（36,000 円）高い）。現在の管理者 

（フレンドリーな女性）が赴任して 6 年の間に離職した介護職員は殆どいないとのこと。 

管理者室にて 

管理者は女性で、とてもフレンドリーで終始 

笑顔であったのが印象的。大学ではビジネスを 

専攻しており、他に 2 施設の管理者を兼務してい

るとのこと。 

 

 

 

サクレクール寺院の麓 
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ロビーにて 

 温かみのある家具が暖色系の照明の 

室内に並べられている。この施設では、犬

や猫等の動物と一緒に入所できるのが 

特徴。犬も猫も人間に慣れていた。動物の

世話を施設職員がすることはなく、必要で

あればペットシッターを個人で手配する

ことになる。フランスでは殆どのレストラ

ンでペットが同伴可能。条件としては躾が

されており、吠えたりしないこと。パリ市内でも犬の散歩

をしている人を多く見かけたが、吠えたり他人にじゃれ

ようとする犬は見かけなかった。犬の躾は当たり前のこ

とで、それを怠ると飼い主が非難されるとのこと。 

ロビーに繋がる中庭 

 緑の多い中庭では小さな家庭菜園もある。ここで入所

者も趣味を楽しみ寛ぐ。私たちが訪問した時、斜面の  

上から大きな鶏が近づいて来た。そう言えばフランスの

国鳥は鶏（ガリアの雄鶏）である。庭には猫もいたりと、  

動物好には嬉しい施設といえる。 
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居室 

 1 人部屋、2 人部屋があり、トイレと

シャワーは常設。こちらの施設も障害の

程度によって階が分けられている （5階、

6 階はアルツハイマー型認知症専門

棟）。 

 室内には天井走行型リフトが備え付

けられており、職員もこのリフトがない

と仕事ができないと言っていた。 

 日本で言う見守りカメラは、プライバシーの関係で設置できないとのこと。プライバシー

にはどの施設も配慮されており、「入居者の写真・映像は絶対に撮影しないこと、視察であ

っても利用者のいる場所は見せることはできない。」との事前通知があった程である。 

 

職員休憩室 

職員休憩室には仮眠用のベッドが

り、遮光もされ快適であることが伺え

る。このスペースは参考にできるもの

である。フランスでは一般的に休憩時

間が１時間半～２時間あり、従業員が

自分の机で食事をすることは法律で禁

止されている。昼休憩は昼食を取るだ

けの時間ではないということらしい。 

 

アクティビティマシーン 

同様の物が日本にもあるが、ＢＧＭやカラオケ、簡単なアクティ

ビティが行える。フランスでは音楽セラピーが増えている。 
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館内に他企業が同居 

公的な施設ということもあり、スタートアッ

プ企業などに部屋を貸し出している。 

 現在、コンピュータ・インターネットを利用

したマーケティングを行う企業（10 名程度）

が入っており、施設のマーケティングをこの企

業が行っている。この取り組みのおかげで、入

所待機者の問題は解消されたそうである。 

 

館内にて 

 館内の至る所に絵が描かれている。芸術家の

街モンマルトルのサクレクール寺院の麓という

こともあり、地域の画家が描いたものとのこと。 

食堂 

 一般的な食堂。テーブルクロスや生花は

無いが清潔感がある。 

 重度の障害を持たれた方の食事も同じ

材料で調理し、手掴みでしか食事を取るこ

とができない方の為に形を整え、掴みやす

い硬さにする等の工夫がされる。 
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ユマニチュードの実践 

フランスの多くの施設では、認知症の方への対応技術として、ユマニチュード（フランス

発祥のコミュニケーション技術）を取り入れており、この施設でも実践されている。 「見る」

「話す」「触れる」「立つ」という 4 つの柱で構成される。 

「見る」というのは、要介護者の視界に急に現れると恐怖を与え、上から見下ろすと自分を

軽く見ていると感じさせることを防ぐ。 

「話す」は、介護者が要介護者に話を理解して欲しいという思いから、声が大きくなる等、

指導者のような振る舞いになってしまう。自分の意思を上手く伝えられない要介護者へ声掛

けをしないことは、その人自体の存在を否定する行為となる。 

「触れる」は、身体介護をする時に、介護のし易さを優先して手を掴んで持ち上げることで

要介護者の不安を助⾧してしまう。大きな面積で触れるような対応が必要。 

「立つ」は、要介護者ができることは自分でしてもらうことが重要であるとの説明を受けた。 

 この施設では、挨拶や介護をするときは、声掛けして目線を合わすこと、要介護者にどの

ような介護をして欲しいか尋ね、そのように実践することを心掛けている。身の回りのこと

も趣味においても、本人の希望と自主性を尊重している。このユマニチュードは研修プログ

ラムによって習得・維持されているが、その基本となる考えは、要介護者を特別な人と考え

るのではなく、自分の大切な人、愛する人と接する場合、どのような対応をするのかを誰も

が知っており、そのことを思い出す（振り返る）技術であるとのこと。 

 日本の福祉政策では介護職員の処遇改善と介護ロボットが政策の中心に置かれているが、

フランスでは介護職員のコミュニケーション技術の質を上げることに重きを置いているの

だそうである。これは、フランスは移民国家であり、思想や考え方の違う人間が多く暮らし

ている。そのために、コミュニケーション力の向上とレベルの維持が不可欠で、政府として

も重要視しているとのこと。 

 

その他 

 施設の方針として、入所者のする事、したい事を絶対に否定せず、助言というよりも見守

る姿勢を取る。動物や植物をはじめとしたセラピーを重要視している。 

 国の支援を強みに民間よりも給与を高く設定することができるため、職員の離職率が低

く、入所者と馴染みの関係を構築しやすい。また、施設としての教育コストも低く抑えるこ

とができる。 

 

視察を終えて 

 日本の介護保険に似た制度を持つフランスの介護現場を視察し、利用者の生活及び施設

で働くスタッフの働き方の違い等、多くのことを学ぶ機会となった。 

フランスの高齢化率は 22.15％（65 歳以上、2024 年調べ。日本は 29.78％）であり、先進

国の中で 10 位と高い数値である（日本は 1 位）。2002 年フランスにおいて 「個別化自律手

当制度（APA）」が創設された。これは日本の介護保険制度に似た制度であり、共に在宅生

活に重きを置いたものである。日本でもそうであったように医療費削減のために創設され

たものと考えてよいのではないか。 

両国で共通しているのは介護分野の慢性的人手不足と、社会保障財政がひっ迫している国
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の財政事情である。介護職では外国人労働者の受け入れを積極的に進め、特に移民女性が 

介護現場を担っている実情がある。また、フランスの 2025 年失業率は 7.56％（日本は 2.57％）

と高い。フランスは社会保障が充実している国の一つである反面、企業が支払う社会保険料

負担の割合が大きい。また、労働法（労働者を守る法）の規則が厳しいことから、一度雇用

すれば簡単には解雇できないことも、求職者の採用が進み難い要因となっている。2026 年

度フランスの予算案では、物価上昇にかかわらず年金支給額の据え置きや祝日を 2 日削減

して国として少しでも稼ぐ（税金収入となる）ことが示されている程である。 

今回の視察で最も興味深かったのは、施設での生活がある程度自由にできる（選択できる）

のと同時に、入所者本人の責任において行われる部分が大きいということ。国民性の違いも

あるとは思うが、本人のしたいことを中心に行い、職員はそれをサポートする姿勢である。 

日本においては集団で同じことをすることが一般的である。食事においてもアクティビ

ティにおいても同様である。介護サービスを提供する側の都合が優先されることは少なく

はなく、施設利用者も「集団生活とはそんなもんだ。」と納得していることが多い。介護者

側は利用者の健康や安全を管理する必要があるし、責任を問われることがあることも要因

の一つではないだろうか。  

しかし、最近では個性を重視した介護や生活スタイルを望む利用者が増えてきた。これは

自然なことであると思える。自分が望むような生活と自己判断・自己責任が利用者に委ねら

れる割合が増えること、フランスの考え方に学ぶことが増えるのではないだろうか。 

介護職員の給与についても報告書内で触れたが、年数に換算すると年収で 320 万円～430

万円 （1€＝180 円計算）と日本の賃金と大きな差は無いように見えるが、フランスは物価が

高く（500ml のｺｶ･ｺｰﾗが 1.5€（270 円））、消費税の標準税率は 20％であり、その生活は楽

なものでは無いのが現実である。この点に関して、十分とは言えないが日本は恵まれている

と言えるのではないだろうか。 

視察を通して、日本とフランス両国の良い点、問題点を知ることができた。当法人の利用

者サービスの将来のヒントになると思われるものもあり、学んだ内容を今後の法人・施設 

運営に生かしていきたい。 

以上 

 

  

 


